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梅干しは酸味と塩味の絶妙なバラン
スが特徴で、ご飯の甘みを引き立て、
飽きのこない味わいを生み出します。
また、酸味が唾液の分泌を促し、食
欲増進効果が期待できるため、暑い
夏や食が細くなったときでも食べや
すい具材として親しまれています。



現在、課題としている事
・生まれてから大人になるまでどのステージ
でも途切れの無い支援が望ましいが現状
では特に思春期を迎えた中高生の支援
や居場所作りが十分進んでいるとは言え
ない。

今年度、予定している取り組み
・支援が必要な中高生が安心して過ごせる居場所
や必要としている支援はどういうものか？を検討して
いく。
・福祉サービスだけでなく豊岡で若者支援や居場所
作りに取り組んでいる民間の社会資源にはどのような
ものがあり、どういった連携や協力が可能か？実際に
現場に足を運んで情報取集していく。

以上が主な取り組みですが、大人になるまでの年代ごとの課題は多岐に渡っていて一つの課題にスポットを当てる事に今、本
当にこれでいいのか？と言う思いが常にあります。部会員がそれぞれの日々の仕事で実感している課題や問題点を話し合う
中で当事者やその親にとって必要な支援は何かをいつも柔軟に考えていきたいと思っています。
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第２号から協議会の部会を特集して来ましたが、今回が最終！〝しごと部会〟と〝こども部会〟を一気に紹介！ 次回からは研修案内や報告、豊岡市内
でのイベントなどなど・・・幅広い情報を掲載していきたいと思います！

・取り組み内容の説明をお願いします
しごとセンターの検討です。
障害者就労には多くの課題があるとあらためて認識したのが、しごと部会再開時
でした。当事者能力、事業所支援、企業の理解、あるいは豊岡市の地理的条件など、
課題は多岐にわたります。課題解決に向けた方法を探していたところ、新温泉町自
立支援協議会で検討されていた「しごと人財センター」（シルバー人材センターの
障害者版）について事例紹介を受け、しごと部会でも「しごとセンター」の設立案
を検討し始めました。

・新しい支援機関で目指すものは何ですか？
「しごとセンター」の支援によって目指すことは主に2つです。
働きたい意志はあっても、雇用先が求める能力に達していない。この課題の解決
には、当事者のより積極的な仕事経験が必要と考えました。「しごとセンター」は
その当事者に、企業・地域から集めた短時間業務や作業をマッチングすることで、
当事者の能力向上を目指せます。
また、請負業務の依頼を受けたいが、様々な要因で断らざるを得ない。作業開拓
に手が回らない。その課題には、「しごとセンター」が請負作業の開拓、振り分け
を担うことで、事業所運営を支援でき、結果的に当事者の就労能力向上を目指せま
す。
様々な条件、要因から既存機関では対応できない箇所を補う新しい支援機関とし

て「しごとセンター」はどうかと考えたのです。

・今後について教えてください
課題が多いのは就労支援だけでなく、「しごとセンター」設立案も同様です。解
決したい就労支援の課題が多いからこそセンターに求める機能も多くなるほか、関
係者の方から様々なご意見もいただいています。課題解決に向けて何をすべきか。
しごと部会は検討を続けます。

こども部会 連携グループの取り組み

〇 教育との連携
豊岡市の校園長会等において放デイ等の説明を行ない
福祉サービスについて理解をしていただきその連携を強めている。

〇 福祉サービス担当者の連携
児発管、相談員、支援員等が集まり、名刺交換等の顔合わせをした後に
情報交換会を実施している。

〇 児童発達支援管理責任者の連携
児発管の情報交換会を開催している。それぞれの施設での取り組みを紹介し合ったり、日頃
感じている疑問などを出し合ったりしている。
「孤職の児発管」としては、たいへんに勉強になる会である。
令和７年度は、２回目を以下の要領で開催した。

第２回 児発管情報交換会
日時 令和７年度６月２７日(金)９：３０－１１：００
場所 立野庁舎
参加者 １４名 部会長や市役所の担当職員さんにもご参加いただく。
内容 ① 自己紹介 ② 情報共有

・事業所で困っていること ・子どもへの具体的サポート ・学校や保護者との連携 等
具体的な話が多く出て、とても参考になった。話を聞くにつれ、もう少し深く学び合いたいという思いが
膨らんだ。

その夜は、希望者６名による懇親会を市内の飲食店で開催し午前中の内容とは別の視点で
様々な話が出て盛り上がった。
児発菅をしているからこそ出会えた仲間と懇親が十分に深められたことは喜びであった。

第２回 児発管情報交換会の様子

懇親会の様子

こども部会

しごと部会

まじめに協議中？？？
まさかカメラを気にしてたり・・・？？？

こども部会：保護者支援グループの取り組み

障害を持つ子どもたちや日常生活で困難さを抱える子どもたち。
その親も様々な困難や子育ての苦労に日々直面し悩みを抱
えています。保護者支援グループはそうした親の気持ちに寄り
添い、耳を傾ける事で見えてくる様々な課題を集約し必要な
事は何かを考える場です。



■どんな活動をされていますか
放課後等デイサービスひみつきちで児童期を過ごした子どもたちの高校卒業後の居場所になれば
との思いで、令和3年11月に開設しました。
シーグラスや木製のアクセサリー
木工製品などの自主製品を作っています。

ひみつきちの子どもたちの工作遊びも兼ねて始めたもので
月に１、２回マルシェに参加したりネット通販もしていますが
最近は城崎土産の委託品づくりが活動の中心になっています。

コープデイズ豊岡で開催される「たじまびっくりばこ／つな
がるマルシェ」に出店していたところ、城崎ロープウェイの方
の目に留まり、城崎独自のものを作れないかとお声がけいただ
きました。ミニチュアの下駄のキーホルダーやストラップを
製作したところ、西村屋さんや短編喫茶Unさんなどからもそれ
ぞれ独自のものをとお声がけいただき、風呂桶や椅子、小説な
どのミニチュアを旅館や店舗内で販売していただいています。
さらにはお土産物だけでなく、贈答品のご依頼もいただくよう
になりました。ご縁でいろんなことがつながって、本当にあり
がたいです。

■利用者さんはどんな方がたですか
細かい作業が好きな利用者さんが集まってくれています。一人で一から十まで作業するのは難し
くても、糸鋸での切り出しからピンセットを使ったパーツ取り付けまで、少しずつできる工程をこ
なしてみんなで作り上げています。
細かい作業が中心ですが、毎朝１時間半は近くの焼肉屋さんの掃除に出ています。海岸にシーグ

ラス拾いに出かけることもあります。

■大切にしていることを教えてください
9th Factoryでは、自力通所を目標としています。公共交通機関、自転車、車、徒歩でも手段は

それぞれで構いません。送迎に頼るのではなく、自分で行きたい所に行き、したい事をしてこの地
域での生活を楽しむ事ができる。その力を自力通所で身に着けてもらいたいと考えています。それ
と、1人1人の生活や体調に合わせて働ける日数、時間を決めて、利用予定日に合わせて体調を整え
たり休まず仕事ができる事も大切にしています。

■豊岡がこんな風になれば良いな～と思うことはありますか？
老人福祉に興味を持つ方の方が圧倒的に多いのが現状だと思いますが、障害福祉の魅力ややりが

いを発信して、障害の世界に入ってくる方が増えればこの業界がもっとパワーアップするのではな
いかと思います。

このコーナーはこの地域で頑張っている人にインタビューを強行し、想いを宣伝しちゃうコーナーです。
※紹介した方に次の方を紹介していただきバトンリレーして行きますよぉ！

第４回は、この方！
豊岡市社会福祉協議会で相談支援事業所の管理者をされている
みんなが気にしてやまない森ゆか主任相談支援専門員です！

特集その１／すご～く頑張ってる人繋ぎのコーナー 特集その２／事業所の取り組み紹介コーナー

このコーナーでは事業所独自の取り組みを紹介します。企業秘密なことは宣伝
しませんが良い取り組みは知って欲しいし、知ることが刺激になったりもするかな～。

１ この仕事をはじめたきっかけを教えてください

高校生のとき、休みの日に自分のおじいちゃんとおばあちゃんの介護に行っていたことがありました。大変だったけど楽しくて、特に

おじいちゃんとおばあちゃんと話すのが楽しくて、将来はこんな仕事につきたいなって思い始めてました。母親にそんな話をしてみた

ら、福祉には食事や入浴などを手伝ったりする直接的な支援だけじゃなくて、話を聞いて、どういう生活を送るかを考える相談の仕

事もあるよと教えてもらい、そういう大学に進学することにしました。卒業後はいくつか福祉の仕事をしましたが、今は念願の相談支

援の仕事をさせてもらっています。

２ 話を引き出す秘訣ってありますか？

支援者が“知りたいことをただ聞く”のではなくて、まずは自由に話してもらうようにしています。その話の中から、知りたいことを引

き出すための“きっかけ”を探ります。時には回り道とも思えるような質問もしながら、知りたいことを目指します。ほぐしながら会話

することで、話しやすくなって本心を出せたり、色んなことに気付いてもらいながら話せたり。

あとは、福祉サービスの利用を前提とした話をしないようにしています。相手のことが見えなくなるというか、見ないようにしてしまう

気がして。うまく言えないけど。

３ 大切にしていることを教えてください

学生の時に学んだ４つの“ともに”。利用者さんやその家族をはじめ、関わるみんなで「ともに喜び」「ともに怒り」「ともに泣いて」

「ともに楽しむ」を大事にしています。 ※周りには感受性が強すぎると言われることも・・・。

あと、自分の癖を教えてくれる人がいることです。自分自身が気付いていない癖があって、指摘されても中々受け入れられなくて、

正直まだ向き合い切れていないけど、自分を知って受け入れていくことが、対人援助職として必要なことだと思います。

※最近は向き合えるように少しだけ頑張ってます。

繋がりを持ち続けてくれる人は、自分にとって味方であり、応援団だと思っています。孤独にならないように、そういう縁を大切にして

います。

４ 新規を断らないと聞きましたが・・・

委託を受けているからということもあるけど、いろんな人と出会うことが好きだし、自分が少しでも力になれると思ったら、断らない

ようにしています。それだけのことです。

５ 相談支援の役割と可能性にひと言！

相談支援専門員は、福祉サービスの利用計画を作るだけじゃなくて、人と人、人と資源、資源と資源を繋いだり、たくさんの役割が

あって途方にくれるけど、それは１人でするものじゃなくて、みんなでやるものだということを教えてもらった。そのひとつが自立支援

協議会で、仲間づくりも大切なこと。この仕事を“楽しい”と表現する先輩や仲間がいます。私は、正直まだ大変だという気持ちの方

が強いのですが、そういう人たちと話したり、一緒に仕事をしていると、楽しい気持ちが伝染して、わくわくしてきます。 本人の

成長や周りの環境の変化を感じられるのは、障害福祉ならではの感覚で、そういう感覚を広げていくことが相談支援の可能性に

なるんじゃないかなと、生意気だけど思います。

６ 最後に・・・このバトンはどなたに繋ぎましょうか？

出石精和園成人寮で支援員をされている和田翔太さんに繋ぎたいと思います！

あなた・・・森さん？
おむすびおいしい？

今回は

九日市にある就労継続支援B型作業所9th Factoryをご紹介～！



編集後記
毎日暑いですね。だいたい、梅雨明けが早すぎです。雨が嫌な人には良いかもしれませんが・・・農家の人たちは泣いてます。なんでもほどほどが良いですね。バランス～バランス～♪
食欲がない時は、胃腸に負担をかけにくくて消化の良い食べ物が良いですよ。おかゆ、スープ、バナナヨーグルト、蒸し野菜等が栄養士さんのおススメらしいです。頑張って夏を乗り切りましょう！

[編集・発行] 豊岡市障害者自立支援協議会
[事務局] 豊岡市健康福祉部社会福祉課
[住 所] 兵庫県豊岡市立野町１２－１２
[TEL NO] 0796-24-7033

[募集中]
会報誌発行に協力いただける方（個人、団体）を募集しております。
「デザイン得意やで！」「編集なら手伝えるかも」「寄付なら」
何でもOK・・・いえ、ありがたいです！ぜひ、事務局までお問合せください。

「協議会の会報誌担当者をお願いします」とお伝えください！

豊岡市HP

対人援助技術の手法と言えば？？？
すぐに出て来るのは「バイスティックの７原則」かなと思うのですが・・・これ、「バイステック」が正式名称らしいですよ。

ま、どっちにしても大事なのは７原則の方ですけどね。
１個別化の原則 ２意図的な感情表現の原則 ３統制された感情的関与の原則 ４受容の原則 ５非判断的態度の原則
６クライエントの自己決定の原則 ７秘密保持の原則
皆さんの援助技術・・・振り返ってみませんか。

Oh, I see!

買い物の商品と一緒に 「お元気ですか？」の見守りもお届けします ～見守り個配サービス～

前回から引き続き、皆様に見守り個配サービスについてご紹介できる機会をいただき、ありがとうございます！
さっそくですが、豊岡市には「買い物」「移動手段」「高齢者等の見守り」「障害をもった方の社会参加」など、多くの地域の課題があります。

コープこうべや障がい者支援団体と豊岡市社協は、意見交換を重ねながら、課題の解決！とはならないまでも、困り感の軽減…買い物や見守りの選択肢の１つ
と出来るように取組みを行っています。下記に、サービス内容や協力していただいている団体の職員さん、利用者さんのお声などを載せております。
ちょっと話を聞いてみてみようかな、少し興味があるよ、と思っていただけましたら、ぜひ、社協までお声がけください！
見守り個配サービスの詳細やスタートまでの流れなど、よろこんでご説明させていただきます。

【サービス内容】

コープの個配の仕組みを活用し、障がい者の支援団体や地
域団体等が、週1回コープ商品を利用者（地域の高齢者な

ど）に配達し、注文票の受け渡しなどの買い物支援に併せて
見守り活動も行います。
(注文票の確認、重たい商品の移動、冷蔵・冷凍の仕分け等)
※見守りでの気づきは、社協へおつなぎいただければ、安否
確認、個別支援の専門職との連携等の対応を行います。

【手数料など】
買い物支援手数料として
宅配１件あたり２00円を
「利用者」から
「協力団体」へ
お渡しいただいております。

【協力団体の利用者さんの声】
・自分にできることで、人の役に立てることが嬉しいです！
・来てくれてありがとう、助かったわ～と言ってもらえて良かったです！

【協力団体の職員さんの声】
・利用者さんの得意分野（仕分け、配達など）を活かして役割分担をしています。
地域に出て、貢献ができることに喜びを感じてもらっています。

・利用者さんの就労に向けた社会参加の機会ともなっています。
・事業所が休みの時や、大雪で動けない時のバックアップ体制もあり、心強いです。

【お問合せ】
豊岡市社協 地域福祉課 有馬
電話：0796‐23‐2573
メール：ｔ_arima＠toyooka-wel.jp

詳細はコチラ
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